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法律相談日常生活上のもめどとや法律上の手続きなどについて、弁護士が相談に応じます。毎週木曜日…区

役所一階区民相談室毎月第三水曜日…第二庁舎。時間はいずれも
午後1時～4時。

ね
た
き
り
の
お
年
寄
の

緊
急
一時
保
護
制
度
ス
タ
ー

ト

厚生
省の調査によると
、昨年の日
本人の平均寿命は
、女性が七十七歳
、男性が七十

二
蔵で
、長寿国のトッ
プクラス
に入
りました
。高齢化か進むにつ
れ
、老人福祉はいっ

そう充実されなければなりませ
ん
。足立区で
も
、数々
の
事業を行なってい
ますが
、十

一
月一
日から新たに
、ねたきり老人の
祕
急一
時
保護制度
」を発足させ
まし
た
。

老人福祉の中でも
、ねたきり

老人の福祉
が
、今
、深刻な問題

として
クロー
ズアッ
プされて
い

ます
。

家族の
方が、いつ
もそばにい

て
、めんどうを見なければなら

ず、その
精神的、肉体的負担は

大変なもので
す。

区で
は、このよ
うな負担
を、

少しで
も軽くしよ
うと始め
たの

がヽ
この「
緊急一
時保護制度」

です。
この制度は
、介護に当たって

いる家族の方か、病気、事故、

出産など、特別な理由で
、お年

寄の世話が一
時的にできなくな

ったとき、「
特別養護老人ホー

ム」でお年寄をお預りし
、家族

に代わって
、短期間のお世話を

引き受ける制度です。

この制度を
利用できる方

家族や本人か次のような状況

にあるとき
、この制度を利用す

ることができます
。

■
本
人
区内に住んでいる、六十五

歳以上の在宅者で
、常時他人

の介護かなければ、日常の生

活が維持できない状態
に
あ

り、次の両方の条件に該当す

る方▽特に医師などの治療を必要

としない
▽精神性疾患や伝染性疾患が

ない
■家族の状態

▽介護者が、一
時不在になる

とき冠婚葬祭などの
、やむを得

ない理由により、外泊しなけ

れぱならないか、ほかに代わ

って介護する家族かいないと

き▽
介
護
者
が
病
気
な
ど
の
と
き

病気、事故、出産などのた

め、一時的に介護に
当た
れ

ず、ほかに代わって介護する

家族がいないとき

一
時保護の内容

■
保護する
施設

特別養護老人ホーム

足
立
新
生
苑

(花畑町一四四
(番地
東武

竹の塚駅下車・
花畑団地行バ

ス終点下車
)

■
保
護
す
る
期
間
　
七
日
以
内

■個人負担
▽一
時保護に要する経費のう

ち
、食事などの実費として
、

一日あたり千円の個人負担か

あります
。

ただし
、生活保護をうけて

いる方を除きます
。

▽入所・
退所のときの送り迎

えはご家族でお願いします
。

申請・問い合わせ先

区役所老人福祉係

「楽しい老後」はまわりの協力が必要(千住センター)

住居表示花畑・保木間町など
53年2 月1 日実施

区域が広い
うえ
、番
地
(住所
)

が複雑で
、わかりにくい花
畑町

と保木間町
を主とし
た住居表示

か
、来年二月
-日
に行
なわれま

す
。対象区域綾瀬川以西の花畑町と保木

関町・
内匠本町・
六月町・
六

町・
西
六町・
保塚町の
全部

新町名花
畑
一
～
八
丁
目
、
南
花
畑
一
～
五
丁
目
、
保
木
間
三
・
四
・
五

丁目
、東保木間一・
二丁目
、

六町三・
四丁
目
、東六月町が

誕生します
。

※
保木間一丁
目
、二丁目
は
、

こ
れまでより区域が大きくな

り
、保冢町は
、町
名の
変更は

ありません
。

実施率は七四
%

今度の住居表示
の実施面
積

は
、五・
〇一‥衂で
す
。足立区

総面積に対する
、住居表示
さ

れた割合は
、こ
れを
含
め
る

と
、七四・
五
%になります
。

この区域にお住まいの方には

十二月上旬から
、遂次
、新しい

住居表示番号通知書と案内書の

配布を始めます
。また
、来年の

】月申には区域内の全家庭へ戸

番標を取り付けますので
、よろ

しくご協力をお願いします
。

問い合わせ先
　区役所住居表示

係

足立区内町区域新設略図

見なおそう食生活
食事展へあなたも

食生活が豊かになると
、食

習慣も変わってきます
。

欧米なみに過剰に

なったりインスタン

ト食品その他で
、糖

質食品か多くなった

りします
。

胚
芽
米
か
見
直
さ
れ
て
き
た
昨
今
、
も
う
】

度
、
家
族
の
食
事
を
見
な
お
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
?
つ
か
。

日時
　十二
月
九日
(

金
)午前十時
?午後三時

三十分

会場
　産業振興館

内容
　▽パネル展示
(成人病

予防他
)

▽献立
実物展示・・・

職場の
給食・
弁

当
、病人食
、小

・
中
学校・
保育

園の
給食

▽相
談コ
ーナー
=・

栄養相談
(離乳

食・
成人病他
)、

食品衛生相談

▽体力測定

問い合わせ先
　足立
保健所
(

　
(四〇
!五一四一
)

千住保健所
(　
(
(
(
-
四

二七七
)

▽
食
生
活
が
健
康
の
基
本

住みよい町
づくりに

みんなで力を合わせて

新生活運動の推進

新生清運動とい
う言葉を最近

よく耳にし
ますか
、どん
な内容

かご存知でし
Iつ
か
。

簡
単
に
言
え
ば
、
身
の
ま
わ
り
の
　
「
生
活

1
-
を
見
な
お
し
、
改
善
し
て
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う

というものです
。

足立区では
、昭和二十
(年か

らこの運動が始まり
、三十五年

には「新生活運動推進委員会
」

ができました
。初め日常生活の

合理化・
民主化をめさしたこの

運動はやがて
、環境づくり・
社

会生活ルー
ルの確立・コミこ

テイづくりと拡がり「
いまでは

賢源を大切にする運動も重要な

分野を担っています。

さて、新生活運動の柱には、

次の四っ
かあります。

■
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ
く
り

一
人ひとりが住

民意識や問題意識

をもち、明るい町

づくりをめざすも

のです。
具体的には、社

会生活のルールを

守る
、明るい家庭

を作る
。時問を守る
、交通ル

ールを守るというような運動

です
。

■
生
活
の
合
理
化
運
動

主婦の方を中心とした生活

学校や、虚礼廃止運動
、生活

の知恵を進める運動が行なわ

れています。

虚礼廃止連動では、紙門松

の普及や香典返しをやめる運

動か
進められてい
ます
。

■
町
の
美
化
運
動

公共施設の消掃奉仕や花い

っぱいコンクール、また区で

は
。緑の保護育成条例を制定

し、緑豊かな町づくりを進め

ています
。

■
資
源
を
大
切
に
す
る
運
動

ゴミ減量、資源の再利用
、

電気やガスの節約で限りのあ

る賢源を大切に使おうという

ものです。

こうした運動はいづれも大

切なものですが、恃くに足立

区新生活運動推進委員会で力

を入れているの

か香典返しの廃

止です
。千住三

丁目町会、西保

木間四丁目都住

自治会、上沼田

第三アパート自

冶会などでは
、

遺族の方から申し出のあった

場合
、香典返しを廃止する運

動を進めて大変よろこぱれて

います
。

皆さんの地域でも香典返し

廃止の運動を実賎されるよう

お勧めします
。

問い合わせ先

区役所生活環境係内

足立区新生活運動推進委員会

1年の疲れをほぐしに

湯河原区民保養所へ
今年もそろそろ終わりに近づき

ましたが
、一年の疲れを湯河原の

湯でほぐしてみませんか
。

区民保養所
iだち荘
」咳
東

京からわずか二時間余りの
、湯河

原温泉郷にあります
。

十二月中は
、まだあいている日

があります
。ご希望の方はお早め

に
。

申込資格
　区内在住・
在勤の方
(

一
人では利用できません
)

料金
　一泊二食付で
、大人二千五

百円
、小人
(四歳以上小学生ま

で
)千三百円です
。利用日数は

二泊まで
。

申込方法
　毎月一日から
。翌月一

か月分の受付けをはじめます
。

利用する日の五日前までにお申

込みください
。

なお
、各月の一日の
受付
け

は
、産業振興館で行ないます
。

年
末
・
年
始
の
休
館
　
十
二
月
二
十
七
日
(
火
)
?
一
月
四
日
(
水
)

申込み・
問い合わせ先
　区役所
】

階区民係

あき地の雑草

刈取りましょう
雑草
が繁って
いるあき地は
、ゴ

ミ
捨て
場になりやすく
、こ
れから

の時期は
、火災の心配
もあります
。

区で
は
、あき地管理条例を定め

て
、土地の
所有者や管理者が
。雑

草を処理するよ
う義務づけてい
ま

す
。付近の人の
迷惑になら
ないよ

う
。急いで刈取って
ください
。

自分でで
きないと
きは
、区に委

託して刈取
る方法
もあります
。

問い合わせ先
　区役所生活環境係

かしこい消費者のために

足立区消費者展開催
日
時
　
▼
十
一
月
二
十
五
日
(
金
)
午

前
十
時
～
午
後
四
時
▼
十
一
月
二
十
六
日
(
土
)
午
前
十
時
?
午
後
二

時三十分

会場
　産業振興館
(区
役所
隣り
)

内容▼展示コ
ーナー・
=調査・
アイ
デ

ア・
農園・
電
気・
ガス・
防災

・
消
費者
センターコ
ーナー
他

▼
即
売
コ
ー
ナ
ー
・
・
・
不
用
品
即
売
・

業
者
に
よ
る
即
売
(
(
ン
ド
バ
y

グ
、婦人靴他
)

入場は無料で「
もれなく当たる

福引コ
ーナーもあります
。

問い合わせ先
　消費者センター

<　
(七〇土
三九一
)
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道
路は
危
険
が
い
っぱい

交
通
ル
ール
を
家
族
で

話
し
合
い
ま
し
ょ

う

悲
し
い
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ

う
、
お
た
が
い
に
注
意
し
合
い

。
自

分
の
生
命
を
守
り
ま
し
I

つ
。
明
日

は
我
身
と
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
次

の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
交
通
ル
ー
ル
の
厳
守

交
通
ル
ー
ル
違
反
は
、「
い
の
ち
」

と
り
に
な
り
ま
す
。

「
俾
号
無
視
」
「
横
断
歩
道
以
外

の
横
断
」
「
遭
路
の
寝
そ
べ
り
」
な

ど
、
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

自
分
が
危
険
な
ば
か
り
で
な
く
、
他

の
通
行
車
両
や
通
行
人
な
ど
に
も
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
分
本
位
の
乱
暴
な
運
転
を
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
数
多
く
い
る
こ
と

を
忘
れ
ず
、

】
歩
道
路
に
出
た
ら
、

常
に
車
の
流
れ
に
注
意
を
は
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。

□
増
加
す
る
「
お
年
寄
・
子
ど
も
の

自
転
車
事
故
」

お
年
寄
や
子
ど
も
の
ぶ
転
車
乗

夕

に
は
、
日
頃
か
ら
家
庭
内
で
話

し
合
い
、
事
故
防
止
に
つ
と
め
る
と

と
も
に
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

〇
信
号
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ

か
り
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
安
全
な
歩
道
を
通
り
ま
し
I
つ
。

〇
大
き
な
交
差
点
は
、
降
り
て
横
断

歩
道
を
渡
り
ま
し
I
つ
。

〇
裏
通
り
の
交
差
点
は
、必
ず
一
時

停
止
し
、
安
全
を
確
認
し
て
か
ら

発
進
し
て
く
だ
さ
い
。

○
渋
滞
し
て
い
る
車
の
間
か
ら
、横

断
す
る
の
は
危
険
で
す
。

○
二
人
乗
り
な
ど
危
険
な
乗
り
方
は

絶
対
や
め
ま
し
I
つ
。

〇
右
・
左
折
は
必
ず
合
図
を
し
て
、

特
に「
後
方
か
ら
の
車
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
自
転
車
は
整
備
し
。
ブ
レ
ー
キ
な

ど
、
点
検
し
て
お
き
ま
し
冫
つ
。

〇
夜
間
走
行
に
は
、
必
ず
「
ラ
イ
ト
」

「
反
射
器
」
等
の
つ
い
て
い
る
も

の
を
使
い
ま
し
I

つ
。

〇
夜
間
、暗
い
道
路
で
乗
る
と
き
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
に
つ
き
や
す
い

よ
う
、
明
る
い
衣
服
を
身
に
つ
け

て
啝
つ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
毎
月
十
日
と
第
四
月
曜
日

は
「
交
通
ま
全
日
」
で
す
。な
お
、

今
年
の
十
月
か
ら
警
視
庁
が
主
唱
し

て
、(
の
日
は
「
自
転
車
安
全
日
」

に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
を
機
会
に
、

家
族
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

お
た
が
い
に
、
正
し
い
交
通
道
徳

と
規
則
を
身
に
つ
け
、
悲
惨
な
交
通

事
故
の
関
係
者
と
な
ら
な
い
よ
う
十

分
注
意
し
、交
通
事
故
の
な
い
明
る

い
足
立
区
を
つ
く
り
ま
し
I
つ
。

自転車の安全な乗り方を守りましょう

秋
の
火
災
予
防
運
動

始
ま
る

―

11
月
26
日
～

12
月
2
日
―

今
年
も
秋
の
火
災
予
防
連
助
が

十
一
月
二
十
六
日
?

十
二
月

―百

ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

東
京
消
防
庁
で
は
、
火
災
・
地

震
等
の
災
害
に
備
え

「
三
つ
の
チ

ェ
ッ
ク
(
3
C
)

還
動
」
を
展
開

し

、
火
災
の
減
少
に
努
め
ま
す
。

こ
れ
か
ら
寒
さ
に
向
か
っ
て
、

各
家
庭
で
は
暖
房
器
具
の
便
用
が

増
え
、火
災
の
発
生
が
多
く
な
る

季
節
で
す
。天
災
は
人
災
で
y

あ
な
た
の
注
意
で
大
惨
事
や
>

未
然
に
防
ぐ
こ
と
か
で
き
ま
す
。

み
ん
な
の
手
で
、
と
う
と
い
生
命

や
財
産
を
守
り
ま
し
I
つ
。

〔3
C
チ
こ
ク
運
動
〕と
は
…

★
焼
死
者
を
な
く
そ
う
(
も
し
も

の
時
の
避
難
体
制
は
で
き
て
い
ま

す
か
)

①
火
災
の
と
き
す
ぐ
逃
げ
ら
れ
る

よ
う
、
二
つ
以
上
の
避
難
方
法
を

き
め
て
お
き
ま
し
I
つ
。

②
お
年
寄
が
使
う
寝
具
等
は
、
で

き
る
だ
け
防
炎
製
品
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
'

③
寝
タ
バ
コ
は
し
な
い
。
ま
た
さ

せ
な
い
よ
う
に
…
。

★
出
火
を
防
止
し
よ
う
(
火
を
使

う
器
具
の
周
囲
は
、
整
理
・
整
と

ん
さ
れ
て
い
ま
す
か
)

①
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
対
震
安
全
装

置
付
の
も
の
か・
使
い
ま
し
I
つ
。

②
家
の
ま
わ
り
を
整
理
・
・
整
と
ん

し
、
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り

を
す
す
め
ま
し
I
つ

。

③
火
気
使
用
場
所
の
燃
え
に
く
い

璋
境
づ
く
り
を
し
ま
し

き
つ
。

★
初
期
消
火
技
術
を
身
に
つ
け
よ

う
(
消
火
器
具
は
い
つ
で
も
使
え

る
自
償
が
あ
り
ま
す
か
)

①
消
火
器
や
消
火
バ
ケ
ツ
な
ど
を

備
え
、
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に

し
て
お
き
ま
し
I
つ
。

②
防
火
訓
練
や
座
甓
'
に
は
す
す

ん
で
参
加
し
、
町
ぐ
る
み・
の
防
災

協
力
体
制
づ
く
り
と
、
正
し
い
防

災
知
識
・
行
動
力
を
身
に
つ
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

―
参
考
と
し
て
、
昨
年
の
消
防
庁
統
計

を
み
て
み
る
と
―

足
立
区
内
の
火
災
件
数
(
四
百
二

件
)

、
り
災
人
貝
(
千
四
百
五
十

九
名
)

、
死
者
(
十
名
)

、
負
傷

者
(
百
二
十
名
)
、
り
災
家
屋
(
四

百
四
十
九
楝
)

、
捐
害
順
(
約
十

九
億
五
千
万
円
)
で
す
。

な
お
、
都
内
の
火
災
発
生
状
況

を
み
る
と
、
十
二
月
!
二
月
ま
で

の
冬
期
が
多
く
「
時
間
帯
で
は
午

後
二
時
～
(
時
に
多
発
し
て
い
る

こ
と
が
見
う
け
ら
れ
ま
す

。
仮
り

に
、一
件
の
火
災
が
発
生
す
る
と
、

約
三
ト
ー
四
十
か
の
貴
重
な
水
(

一
世
帯
が
使
用
す
る
一
か
月
分
)

が
消
火
の
た
め
に
便
わ
れ
ま
す
。

と
う
と
い
生
命
と
財
産
は

、
あ

な
た
自
身
の
注
意
で
し
っ
か
り
と

守
り
ま
し
I
つ
。

1

国
統
一
標
鈩

「
憊
つ
火
I
l
l

消
す
ま
で
離
ず
な
目
と
心

」

入
寮
者
を
募
集
し
ま
す

―
足
立
区
勤
労
青
少
年
寮
―

足
立
区
立
動
労
青
少
年
祭
に
空
室

か
で
き
ま
し
た
の
で
、
入
寮
者
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
若
干
名

募
集
期
間
　
十
二
月
一
日
か
ら
常
時

募
集
し
受
付
し
ま
す
。

寮
の
概
要

▽
所
在
地
…
足
立
区
千
住
桜
木
二
丁

目
一
五
上

上

〇
一

▽
規
模
…
鉄
筋
鉄
骨
三
階
】
部
二
階

▽
使
用
料
…
月
額
二
千
七
百
円

▽
電
気
料
等
…
居
室
内
実
費
負
担

申
込
み
資
格

①
単
身
男
子
で
あ
る
こ
と
。

②
都
内
の
中
ふ
企
業
に
勤
務
し
て
い

る
こ
と
。

③
年
齢
が
十
五
歳
～
二
十
三
蔵
で
あ

る
こ
と
。

④
申
込
み
日
前
三
か
月
の
平
均
月
収

か
十
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

⑤
従
業
員
寮
か
な
い
こ
と
。
ま
た
は

従
業
員
寮
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

も
、
入
寮
で
き
な
い
状
況
に
あ
る

こ
と
。

⑥
現
在
の
居
住
状
態
か
次
の
い
ず
れ

か
に
骸
当
す
る
こ
と
。

▽
一
人
当
り
の
居
室
面
積
が
四
・
九

㎡
以
下
(
三
畳
未
満
)
の
場
合

▽
月
額
家
賃
が
平
均
月
収
の
二
〇
%

以
上
の
場
合

▽
住
宅
以
外
の
建
物
に
住
ん
で
い
る

協
合

申
込
み
方
法
「
入
寮
申
込
書
」
「
勤

務
証
明
書
」
を
持
参
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
用

紙
は
区
役
所
商
工
係
と
足
立
区
動

労
青
少
年
寮
に
あ
り
ま
す

。

抽
せ
ん
　

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
せ
ん
に
よ
り
、
入
寮
者
朽
よ
ぴ

補
欠
者
を
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
経
済
課
商

工
係
(
〒
1
2
0足
立
区
千
住
一
丁
目

五
〇
)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

同
対
審
答
申
と
特
別
措
置
法
⑮

と
こ
ろ
で
、
被
差
別
部
落
に
お

け
る
環
境
や
生
活
の
条
件
か
改
善

さ
れ
た
と
し
て
も
、
完
全
に
解
放

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
、
国
民
か
差
別
す

る
意
識
を
、
歴
史
の
な
か
で
巧
妙

に
う
え
つ
け
ら
れ
、
同
じ
国
民
ど

う
し
が
、
国
民
の
分
裂
と
支
配
の

道
具
と
し
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
郎

落
差
別
に
よ
っ
て
、
正
し
い
人
間

と
し
て
の
自
寛
と
要
求
行
動
か
ら

目
を
そ
ら
さ
れ
、
自
ら
の
不
平
不

満
を
、
お
互
い
に
差
別
し
合
い
、

に
く
み
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
な

ぐ
さ
め
、
あ
き
ら
め
る
よ
う
に
し

む
け
ら
れ
て
き
た
歴
史
性
、
社
会

性
を
、
い
ま
も
普
遍
的
に
社
会
に

現
存
せ
し
め
て
い
る
か
ら
で
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ

。

年末調整の説明会
区
と
足
立
・
西
新

井
の
両
税
務
署
で

は
、
昭
和
五
十
二
年

分
給
与
所
得
の
年
末

調
整
、
住
民
税
給
与

支
払
報
告一
等
の
提

出
に
つ
い
て
、
脱
明

会
を
行
な
い
ま
す
。

区
内
事
業
所
、
会
社

等
の
給
与
取
扱
関
係

の
方
は
ぜ
ひ
ご
出
席

く
だ
さ
い
。
な
匐
、

会
場
・
期
日
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。

ざ・時間; 1各全墻とい後1時3a分う・, ` ,

第
十
五
回
《
若
人
の

祭
典
》
で
青
年
の

『
ふ
れ
あ
い
』
を

区
内
青
年
の
皆
さ
ん
。今
年
も
祭

典
の
季
節
か
や
っ
て
来
ま
し
た
。
熟

気
あ
ふ
れ
る
若
者
の
ふ
れ
あ
い
に
よ

っ
て
、
す
ば
ら
し
い
青
春
の
ひ
と
と

き
を
お
過
し
く
だ
さ
い
。
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
十
二
月
三
日
(
土
)

霸

夜

祭
}
コ
ン
サ
ー
ト
・
う
た
・
ダ
ン

ス
・
ス
ナ
ッ
ク
・
各
種
展
示
な
ど
。

四
日
(
日
)
{

祭
典
}
模
擬
店
・

映
画
・
劇
・
講
演
・
う
た
ご
え
・

バ
ザ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
サ
ー
ク

ル
活
動
発
表
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
等

。

会
場
　
区
青
年
館
(
　
(
九
〇
-
○

の
六

―

東
武
線
大
師
駅
前
)

主
催
　
若
人
の
祭
典
実
行
委
員
会

足
立
サ
ー
ク
ル
連
合

後
援
　
区
教
委
・
青
少
年
委
員
会

青
少
年
指
導
者

一
般
研
修
会

日
時
　
十
二
月
三
日
(
土
)
午
後
一

時
三
十
分
?
四
時

会
場
　
区
立
栗
原
小
学
校

対
象
　
育
成
会
員
・
P
T
A
・
町

会
・
自
治
会
・
青
少
年
対
策
地
区

委
員
会
等
の
役
員
ま
た
は
委
員
の

方
々
、
そ
の
他

研
修
方
法
　
講
演
と
話
し
合
い
(
分

科
会
形
惑

分
科
会
テ
ー
マ

①
子
ど
も
会
と
青
少
年
対
策
地
区
委

員
会
と
の
関
係

②
子
ど
も
会
と
町
会
・
自
冶
会

⑤
子
ど
も
会
と
学
校
お
よ
ぴ
P
T
A

④
子
ど
も
会
は
だ
れ
が
育
て
る
の
か

申
込
み
期
限

十
一
月
二
十
六
日
(

土
)

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
青
少

年
係

「
青
少
年
健
全

育
成
の
日
」

設
置
記
念
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
作
発
表

区
で
は
毎
月
二
十
日
を
「
青
少
年

健
全
育
成
の
日
」
と
定
め
、
こ
れ
を

記
念
し
て
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
等
を
募

集
し
ま
し
气

。審
査
の
結
果
、
次
の

方
々
か
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
十
二
月
二
十
三
日
(
金
)

足
立
区
文
化
会
館
で
実
施
す
る
予
定

で
す
。
(
以
下
敬
称
略
)

〔
作
文
の
部
〕

最
優
秀
　
山
崎
勝
彦【
千
寿
第
】一
小
)

優

秀
　
渡
辺
久
美
子
(
第
十
四
中
)

"

西
村

愛
(

鳥
根
小
)

"
影
山
光
昭
(
新
田
小
)

佳

作
　
町
田
貞
子
(

寺
地
小
)

″

根
本
秀
明
<
'
)

"
鈴
木
崇
久
(
千
寿
第
二
小
)

"

勝
山

宏
(

島
根
小
)

"
伊
東
宏
枝
(
〃
)

"
川
上
雅
美
(
梅
鳥
第
一
小
)

〔
写
真
の
部
〕

最
優
秀
・
優
秀
は
該
当
作
品
な
レ

佳

作
　
岩
井
国
男

佐
野
一
-

二
七
-
一
九

〔
ポ
ス
タ
ー
の
部
〕

最
優
秀
・
優
秀
は
該
当
作
品
な
し

佳

作
　
亀
田
光
彦
(千
寿
第
七
小
)

"
横
山
和
枝
(
〃
)

'

竹
内
の・り
孑
(
'
)

"
渡
辺
清
美
(
〃
)

〔
論
文
の
部
〕

入
選
は
該
当
作
品
な
し
。
選
外
佳
作

と
し
て

安
棲
繁
美
　
江
北
七
―
十
一
〒

五

一

五
〇
五

掲
示
板

園
児
を
募
集

太
陽
保
育
園
(
私
立
)
が

来
年
四
月
開
園
予
定

所
在
地
　
鹿
浜
五
1
二
五
-
{

七

定

員
　
(

十
名

申
込
み
期
間
　

十
一
月
二
十
一
日
(

月
T

二
十
六
日
(
土
)
正
午
ま
で

用
意
す
る
も
の

▼
昭
和
五
十
】
年
度
分
特
別
区
民

税
額
の
わ
か
る
も
の
(
課
税
証
明

一

・
特
別
徴
収
税
額
通
知
一
・
納

税
通
知
書
の
い
ず
れ
か
)

▼
昭
和
五
十
一
年
分
所
得
税
額
の

わ
か
る
も
の
(
源
泉
徴
収
票
・
確

箟
申
告
書
の
控
)

▼
昭
和
五
十
一
年
度
分
固
定
資
産

税
額
の
わ
か
る
も
の
(
納
税
通
知

書
な
ど
、
た
だ
し
土
地
・
家
屋
を

お
持
ち
の
方
の
み
)

▼
印
か
ん

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

あ
な

た
の
お
住
ま
い
を
管
轄
す
る
各
福

祉
事
務
所
へ
。

区
民
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会

日
時
　
十
二
月
十
(
日
(
日
)
午

前
(
時
(
小
雨
・
雲
決
行
)

、
な

お
、
雨
天
の
場
合
は
十
二
月
二
十

五
日
(
日
)
に
順
延

場
所
　
荒
川
河
川
敷
右
岸
(
西
新

井
橋
～
江
北
橋
間
)

資
格
　
区
内
在
住
・
在
動
、在
学
者

種
目
　
中
学
・
高
校
・
一
般
・
壮

年
の
部
(
距
離
は
二
♂
?
五
♂
)

申
込
み
締
切
　
実
一
月
(
日
(
木
)

申
込
み
先
　
部
別
・
氏
名
・
年
齢
・
I

銛
番
号
を
記
入
の
う
え
、
往
復
(

ガ
キ
ま
た
は
直
接

。
教
育
委
員

会
体
育
課
(
〒
Ⅲ
千
住
一
一

五
〇
)

※
な
お
、
三
十
五
歳
以
上
の
出
場

者
は
、
一
週
間
以
内
の
健
康
診
断

書
を
、
必
ず
当
日
受
付
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
キ
ー
教
室

期
日
　
十
二
月
二
十
(
日
朝
発
～

三
十
一
日
夜
帰
着
予
定
(
三
泊
四

日
、
九
食
付
)

場
所
　

新
潟
県
小
出
ス
キ
ー
場

募
集
人
員
　
五
〇
名
(

定
員
に
な

り
し
だ
い
締
切
り
)

対
象
　
小
学
五
年
生
以

上

の

鴉

子
、
兄
弟
、
姉
妹
(
一
人
で
も
参

加
で
き
ま
す
)

会
費
　
小
学
生
(
一
万
(
千
円
)

中
学
生
以
上
(
二
万
円
)
、
た
だ

し
、貸
ス
キ
ー
を
利
用
し
な
い
場

合
は
、三
千
円
の
減
額
)

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
　
教
育

委
員
会
体
育
課

主
催
　
足
立
区
体
育
指
導
委
員
協

繊
会生

活
保
護
世
帯
の

方
へ
見
舞
金

都
で
は
、
区
を
通
じ
て
十
一
月

一
日
現
在
。
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
世
帯
に
、
見
舞
金
を
支
給
し

ま
す
。

十
二
月
分
の
生
活
保
護
費
支
払

い
に
合
わ
せ
て
支
給
し
ま
す
が
、

保
護
費
を
口
座
振
謦
に
し
て
い
な

い
方
は
、
別
途
通
知
に
よ
り
区
役

所
民
生
係
窓
口
で
支
給
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

区
役
所
民
生
係

正
月
ス
キ
ー

ス
ク
ー
ル

期
日
　
十
二
月
三
十
一
日
夜
発
～

一
月
四
日
朝
帰
着
(
往
復
デ
ラ

。

ク
ズ
バ
ス
使
用
)
匯
泊
六
食
付
(
内

車
中
二
泊
)

場
所
　
妙
高
池
の
平
ス
キ
ー
場

会
費

二
万
(
千
円
(
申
込
金
(

千
円
)

募
集
人
員
　
四
十
五
名
(
定
員
に

な
り
し
だ
い
締
切
り
)

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
足
立

区
ス
キ
ー
協
会
連
絡
所
(
バ
ム
ス

ポ
ー
ツ
)
〒
挧
千
往
三
-
七
五

　
(
(

二
-

七
九
〇
〇

主
催
　
足
立
区
ユ
キ
ー
協
会

〝
文
化
の
日
〟

功
労
者
表
彰

〔
自
治
功
労
〕(
区
職
員
)
二
十

年
以
上
・・・追
加
、
敬
称
略

東

美
智
子
　

昼
間

浩
三
郎

芦
川

栄
次
　

宮
武

智
美

三
輪

車
治
　

前
田

ヤ
ス

たばこは区内で買いましょう
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